
第３回向日市国民保護協議会「開会」会長（市長）あいさつ  
 

          平成１８年１１月２８日（火）  
               午後２時００分～  
               市役所大会議室  

 みなさん、こんにちは。  
師走を間近にして気ぜわしい時期となり、寒さも日ごとに増してまいりました

が、本日、第３回目の向日市国民保護協議会を開催いたしましたところ、委員各

位におかれましては、ご多忙中にもかかわりませず、ご出席を賜り、厚くお礼申

し上げます。  
 
平素、皆様方には、市政各般の行政の推進に格別のご指導、ご支援を賜ってお

りますこと、この場をお借りいたしまして厚くお礼申し上げます。  
  
 さて、本協議会のこれまでの経緯でございますが、去る５月の第１回協議会で

は、計画策定の趣旨や位置づけ、構成等をご説明させていただき、続きまして９

月の第２回目では、本市保護計画（素案）をお示しし、ご意見やご審議をいただ

いたところであります。  
その後、１０月２日から１０月３１日までの間、広く市民の皆様からの意見を

募集するパブリックコメントを実施いたしまして、多数のご意見をいただいたと

ころであります。このことにつきましては、この後、事務局から詳しく報告をさ

せていただくと思いますが、これらのご意見をも踏まえ、去る第４回幹事会で協

議・検討をいただき、素案を整理のうえ、本市の保護計画（案）として取りまと

めたところであります。  
 従いまして、本日、第３回目の本協議会では、こうして策定いたしました国民

保護計画の案を中心にご協議いただき、まとめたく存じております。  
 
ところで、委員の皆様にもご記憶に新しいところだと存じますが、先月、隣国

での地下核実験の実施、また、ミサイル発射は、市民の生活と安全を脅かし、重

大な不安を与える極めて遺憾な行為であり、世界平和都市宣言をしている市長と

して許しがたい行為と存じ、赤井市議会議長と連名で抗議のアピールをいたした

ところであります。  
 
どうか皆様方には、誠にお忙しい中、恐縮に存じますが、「安心・安全なまちづ

くり」を実現するため、それぞれのお立場からご忌憚のないご意見をいただき、

本日の会議が実り多いものとなりますようお願い申し上げまして、誠に簡単です

が、私の挨拶とさせていただきます。  


